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お わ り に
わが国では肝癌が急増しており,その対策は
急務である｡幸い肝癌は多くの癌の中でもその
原因が特定されており,ハイリスクグループの
設定が可能な癌の1つであるため,その予防や
早期発見が可能である｡
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福田幸弘 :肝癌撲滅をめざして
ここに述べてきたように新しいHBV,HCV
キャリアー発生の阻止,IFNによるHCVの駆
除,さらには肝発癌抑制,また最近の画像診断
の進歩による早期発見ひいては早期治療など
着々と肝癌撲滅に向けての展開がみられる｡
欧米では肝癌に対する治療として脳死肝移植
が良い成績をあげている｡わが国でようやく始
った脳死肝移植であるが,もっと普及し,適応
のある肝癌患者にもその恩恵が得られることを
期待したい｡さらに肝発癌 ･進展に関わる要因,
遺伝子をコントロールする新しい治療の開発も
急務と考えられる｡
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